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Ⅰ．緒言

　本邦における在留外国人数は2020年に288万人を超え，
深刻な労働者不足の解消に対処する政策推進に取り組ん
でおり，今後も在留外国人数は増加することが見込まれ
る１）．2020年の在留外国人増加率を国別でみると，ベト
ナムが最も多く前年比＋2.1％であり，在留外国人数で
は，中国，韓国に次ぐ第３位となっている２）．このよう
なアジア人が多くを占める在留外国人の医療を巡る問題
については，日本語または英語による意思疎通が難し
いため，医療現場でのコミュニケーションの壁による
診療の質，患者権利の侵害の問題などが指摘されてい
る３），４）．さらに文化・宗教などの慣習の違いに対して
適切に対応するための異文化理解を含めたコミュニケー
ションへの対策が喫緊の課題であるが，臨床の現場で日
本人看護師に対する異文化理解を含めたコミュニケー
ションを高める教育は十分な体制が整っていないのが現
状である５）．
　看護基礎教育における異文化理解を含めたコミュニ
ケーションに対する取り組みとして，看護大学１年生を
対象とした看護英語教育プログラムの実施６）や当事者
参加授業７），タイ王国看護大学生の受け入れに関する取
り組み８），外国人模擬患者演習報告９）はみられるが，看
護大学生に在留外国人患者を想定したコミュニケーショ

ン演習を行い，その評価を行った報告は見当たらない．
Ａ大学では，看護学部３年生を対象に１単位15時間で「ク
リニカルコミュニケーション」が必修科目としてカリ
キュラム構成されている．本稿では，日本語で意思疎通
が困難な外国人患者が受診することについて看護師およ
び患者の視点で捉え，演習を通した学びが多様化する医
療現場での看護実践に反映できることを狙いとして実施
した．
　そこで本稿では，日本語で意思疎通が困難な外国人患
者の事例を用いたシミュレーション演習の学びを明らか
にし，教授法への示唆を得ることを目的とした．

Ⅱ．方法

１．研究デザイン

　質的帰納的研究

２．「クリニカルコミュニケーション」の講義の内容

　講義は，表１に示すように，３年生前期，１単位15時

−実践報告−

日本語で意思疎通が困難な外国人患者を想定したシミュレーション演習
−看護大学生の学びの評価−

古川　智恵

要　旨
　本稿の目的は，日本語で意思疎通が困難な外国人患者を想定したシミュレーション演習の学びを明らかに
し，教授法への示唆を得ることである．本演習に参加し，同意が得られた80名の学生の演習終了後のレポー
トを分析対象とした．その結果，【コミュニケーションスキルを応用する】や【安心できる雰囲気を保つ】，

【グローバル化に対応できる言語を習得する】，【外国人に対応できる院内環境を整備する】の４つのカテゴ
リーが形成された．本演習を通して学生は，看護師または患者の立場に立って，初めて病院を受診する患者
の不安や看護師としての配慮の必要性について学んでいることが明らかとなった．さらに，本演習は患者理
解を深める教授方法として，英語が苦手な学生にも，演習参加を促し，学びを深める教授方法として，効果
があることが示唆された．
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表１　「クリニカルコミュニケーション」シラバスの概要

（3年次前期：1単位15時間）

マーテ数回
1回目 初対面の対応
2回目 症状の把握
3回目 患者のプロフィールと症状の把握
4回目 バイタルサインの測定
5回目 検査と処置の説明
6回目 病院内のオリエンテーション
7回目 演習
8回目 演習
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間（８コマ）で実施した．１～６回目は，書く，聞く，
読む，話す，の４技能を総合的にバランスよく学修でき
るよう10），それぞれのテーマに沿った看護師と患者の１
分程度の会話文を著者が作成し，作成した資料に出現す
る１）医療英単語の確認を行い，２）ネイティブによ
る会話文のリスニングを４～５回繰り返したあと，会話
文の内容の確認を行った．３）その後，２人１組になっ
て看護師と患者役になって交互に会話の練習を行った．
４）さらに，各回のテーマに関する300字程度の医療英
語の英文読解を行った．

３．�日本語で意思疎通が困難な外国人患者を想定したシ

ミュレーション演習（以下，演習）の概要

　演習は７・８回目で２コマ（180分）実施した．演習
の目的は，日本語で意思疎通が困難な外国人患者に必要
な対応について理解を深める，日本語で意思疎通が困難
な外国人患者の病院受診時の問題について理解を深め
る，である．演習の目標は，１）日本語で意思疎通が困
難な外国人患者に必要な看護を考察できる，２）既修
の知識・技術を活用して，問診や検査の説明ができる，
３）日本語での意思疎通が困難な外国人患者が病院を受
診することに伴う苦痛を説明できる，とした．
　事例は，「Ｂさん（30歳，女性）は，ネパール連邦民
主共和国の出身で，先に日本に来てネパール料理店を経
営している夫を頼って３か月前に来日した．Ｂさんの母
国語はネパール語で日本語はほとんど話せず，読み書き
も困難である．英語も片言で単語が少しわかる程度であ
る．数日前から頭痛があり，食欲もなく，今朝から発疹
が出てきた．体温を測ると38.2度あったため，自宅近く
の病院を受診した．夫は，仕事のため来院できず，一人
で受診した．既往歴はなく，宗教はヒンズー教（牛肉・
豚肉禁食）．保険は，夫が社会保険に入っているため扶
養家族である．
　課題は，２人ペアになって交代で看護師役・患者役に
なり，以下の演習を行った．ただし，日本語はほとんど
通じないとした．
　演習では，図１に示すように，各テーブルの間隔をあ
けて教室配置を行い，それぞれに必要物品を準備した．
１）15分のオリエンテーションの後，２）看護師役とし
てＢさんに⑴バイタルサインの測定，⑵１階の現在地か
ら２階の採血室（特定の教室を指定）に案内するための
伝え方について既修の知識・資料を参考にして，個人で
検討する時間を75分設けた．３）５～６人１グループと
して15Gを作成し，看護師役１名，患者役１名，観察者

３～４名に分かれて１ローテーション20分で３ローテー
ションを60分行った．４）グループ間や全体でデブリー
フィングを25分行った．５）最後に全体のまとめを５分
行った．教員は，学生に「自分が看護師やＡさんの役割
を演じてどのような学びがあったか」をそれぞれの立場
で考えるよう助言した．演習後，学生は「演習を通して
の気づき・学び」をA４ １枚程度のレポートあるいは
メモ等にまとめた．

４．協力者

　演習参加者87名のうち，演習に参加しレポートを提出
した85名の学生とした．

５．データ収集方法

　「クリニカルコミュニケーション」における日本語で
意思疎通が困難な外国人患者を想定した演習を行ったあ
と，レポートを回収した．成績判定後，レポートは返却
し，レポートの活用に同意のあった学生のレポートを改
めて回収した．

６．用語の定義

　学び：「クリニカルコミュニケーション」における日
本語で意思疎通が困難な外国人患者を想定した演習を通
して学生が得た知識・技術だけでなく，気づきや理解を
含む．
　シミュレーション演習：シミュレーション11）とは，
現実の物事または過程の構造ないし力動を実際に再現す
るもの（モデル）であって，参加者がそれを用いて実際
に体験するのと同じように人や物にかかわり，これまで
学んできた知識を応用して問題ないし状況に対して反応

（意思決定と行為）するものをいい，本稿では，事例を

図１　演習時の教室配置
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用いた講義で患者像を想起したあと，日本語で意思疎通
できない外国人患者に必要な援助について看護師または
患者になりきって，与えられた場面で反応し，反応の結
果を考察する演習とした．

７．データ分析方法

　データ分析方法は，「クリニカルコミュニケーション」
における日本語で意思疎通が困難な外国人患者を想定し
た演習後のレポートの記述内容をデータとし，Berelson. 
Ｂの方法論を参考にした看護教育学における内容分析の
方法に基づいて行った12）．文脈単位は，学生の演習の学
びに関する記述内容全体とし，記録単位は，「学生は日
本語で意思疎通が困難な外国人患者を想定した演習を通
してどのような学びを得たのか」という問いに対する答
えを一つ含むセンテンスとした．個々の記録単位の意味
内容の類似性に従い分類し，分析を繰り返してカテゴ
リー化し命名した．カテゴリーの信頼性確保のため，デー
タを何度も繰り返し読みながら分析を行った．また，カ
テゴリーの分類の一致率をスコットの式に基づき算出し
た13）．これは，分離され得る偶然性と結果の共起を統制
する信頼係数であり，信頼性の判断基準を70％とし，質
的研究の経験豊富な大学教員との間で一致率が70％以上
になるまで繰り返し検討した．

８．倫理的配慮

　協力者には，演習に先立ち，レポートのその後の活用
の目的と方法について集団的に説明を行った．レポート
の活用への同意は自由意思に基づくこと，同意の有無に
よって不利益を生じないこと，最終的な同意書の取得は
成績確定後行うため，同意の有無が成績には反映されな
いことについて説明した．成績確定後，学生が集合する
機会に依頼文をもとに目的や方法，レポートの活用に同
意後でも，同意日から14日以内は取りやめができること，
分析の際は無記名で行うことなどを説明した．また，デー
タの使用目的と管理，守秘義務，結果の公表についても
説明した．レポートの活用への意思は同意書への署名に
よって確認した．本取り組みは，Ａ大学研究倫理審査委
員会の承認を得て実施した（承認番号：2019−06）．

Ⅲ．結果

　レポート提出者85名のうち協力の同意が得られた80名
（94.1％）の課題レポートを分析した．80名の記述から
476の記録単位が抽出された．このうち抽象度の高いも
のや主語と述語が一致していないなど意味不明な記述を

除外し，456記録単位を分析した．カテゴリーの分類へ
の一致率は80.1％であり，信頼性が確保されていること
を示した．その結果，日本語で意思疎通が困難な外国人
患者を想定した演習における学生の学びとして21のサブ
カテゴリーから最終的に４つのカテゴリーが形成された

（表２）．以下，【　】はカテゴリー，〈　〉はサブカテゴ
リー，［　］はカテゴリーを形成した記録単位数と全記
録単位456に対する割合を示した．
　【コミュニケーションスキルを応用する】について学
生は，日本語で意思疎通が困難な外国人患者とのコミュ
ニケーションを図るため，〈ジェスチャーなど身振り手
振りを用いてコミュニケーションをとる〉や〈非言語的
コミュニケーションを活用して伝える〉，〈数字を手で示
すなどのジェスチャーを活用する〉ことを学んでいた．
また，病気のため受診した患者に対して〈コミュニケー
ションをとることだけでなく体調の悪い患者に配慮す
る〉や〈患者が正しい医療が受けられるよう調整する〉
ために，【コミュニケーションスキルを応用する】必要
性を学んでいた．
　【安心できる雰囲気を保つ】について学生は，意思疎
通が困難な患者の不安を理解し，外国人患者が安心でき
るよう〈一生懸命伝えようとする看護師の姿勢が患者を
安心させる〉や〈患者が安心できる雰囲気を作る〉こと
で【安心できる雰囲気を保つ】ことの必要性を学んでい
た．
　【グローバル化に対応できる言語を習得する】につい
て学生は，医療者として外国人患者に対応できるよう，

〈普段の看護実践を英語で説明できるか考える〉や〈実
際の場面を想定して実践レベルでシミュレーションを行
う〉など，【グローバル化に対応できる言語を習得する】
必要性を学んでいた．
　【外国人に対応できる院内環境を整備する】について
学生は，今後病院で働くことを意識して，外国人患者が
安心して病院を受診できるよう〈多言語の病院のパンフ
レットや地図を準備する〉や〈外国人患者を想定した外
国人対応チーム医療連携を組織する〉，〈継続支援体制を
整える〉へ【外国人に対応できる院内環境を整備する】
必要性を学んでいた．

Ⅳ．考察

１．演習における学生の学び

　【コミュニケーションスキルを応用する】として学生
は，演習内容について，日本語での意思疎通が難しい外
国人患者の設定であるために，コミュニケーションを図
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るため，多様なジェスチャーの方法を用いて，伝え方を
工夫していた．四方14）は，ジェスチャー，表情，アイ
コンタクト等の非言語コミュニケーションを学ぶ際に
は，視覚から学ぶ方法が効果的であると述べている．今
回の演習でも，学生は医療機器やフロアマップといった
医療機器や資料を用いて，患者の表情や反応を確認しな
がら，〈一つ一つわからないところを確認しながら説明
する〉ことができていた．このことは，これまでの講義
に加え，演習当日に個人で検討する時間を75分間設けた
ことで，どのように医療機器や資料を活用すると，患者
へ効果的に説明できるのかを考える時間として活用する
ことができたのではないかと推察される．また，英語の
ネイティブではなく，英語も理解が難しい患者設定にし
たことで，英語が苦手な学生も，英語が不十分でも他の
方法を活用することで意思疎通を試みすることができ，
演習に参加しやすかったのではないかと考える．しかし
ながら，今回の演習で設定したネパール人女性の文化的
背景や生活習慣を踏まえて，コミュニケーションを工夫
した記述がみられなかった．Ａ大学において，国際看護
論は４年生の必修科目となっており，学生が既修の知識
を応用することが難しく，また，ネパール人が身近な存
在でないため，文化的背景や生活習慣を踏まえての実践
にはつながりにくかったのではないかと推察される．学
生の生活体験の状況を踏まえて患者設定を検討する必要
があったのではないかと考える．さらに学生は，〈コミュ
ニケーションをとることだけでなく体調の悪い患者に配
慮する〉など看護師として患者の体調を気遣いながらコ
ミュニケーションをとることの必要性を学んでいた．宮
津ら９）は，外国人模擬患者演習においてシミュレーショ
ン演習は，異文化を持つ患者であっても，症状に苦しみ，
病に不安を持つ患者の心に看護職として向き合う重要性
を学ぶ機会となっていると述べている．本演習に参加し
た学生も，外国人患者の状態に気を配り，【コミュニケー
ションスキルを応用する】ことで，看護師としての役割
を果たしていた．このことは，基礎看護学を履修し，看
護学実習を経験している学生だからこそ，患者を気遣い
ながらコミュニケーションをとることにも配慮できてい
たのではないかと考える． このことから，日本語で意
思疎通ができない外国人患者を想定した演習は，学生が
既修の知識・技術を活用して，患者の立場に立って説明
ができるために効果的な学習方法であったと考える．
　演習を通して学生は，日本語で意思疎通が困難な外国
人患者の立場に立って【安心できる雰囲気を保つ】こと
の必要性を学んでいた．患者にとって看護師は安心して

頼れる存在であり，頼られる存在となるために，〈患者
が安心できる雰囲気を作る〉よう表情や態度を意識する
必要がある．阿部15）は，臨床の事象を，学習要素に焦
点化して再現した状況のなかで，学習者が人やものに関
わりながら医療行為やケアを経験し，その経験を学習者
が振り返り，検証することによって，専門的な知識・技
術・態度の統合を目指す教育（学習）と定義している．
本演習に参加した学生も，患者役を体験することで，言
いたいことが伝わらない患者の気持ちを理解し，看護師
として患者の気持ちに配慮することの大切さに気づけた
のではないかと考える．これらのことから，学生は，患
者役を経験することで患者の立場に立って，看護師に必
要な【安心できる雰囲気を保つ】看護として知識・技術・
態度を統合する学びが得られていたと考える．
　【グローバル化に対応できる言語を習得する】として
学生は，これまでの講義資料を確認しながら，実際に患
者が受診する場面やバイタルサイン測定をする手順をイ
メージし，どのように説明するとわかりやすく伝えるこ
とができるかを思考しながら，演習の準備に取り組んで
いた．信谷ら16）は看護英語教育における様々な話題を
概念化していく過程には，日本語での背景知識が役立つ
こと指摘しており，学生は，既修の知識を最大限に活用
して演習に取り組んでいた．今回の演習のように，学生
自身で考え既修の知識を活用できる演習は，どのように
説明するとわかりやすいか，これまでの説明方法は相手
にとってわかりやすいものであったか，など学生自身の
看護技術を振り返る機会となり，学びを深めることに繋
がったのではないかと考える．また，実際の場面を想定
しながら，言語化していく段階で，【グローバル化に対
応できる言語を習得する】必要性を認識していた．この
ことは，たんに〈基本的な看護英会話を学習する〉だけ
でなく，〈実際の場面を想定して実践レベルでシミュレー
ションを行う〉や〈普段の看護実践を英語で説明できる
か考える〉ことに繋がっており，演習を通して学生は，
看護師になった自分自身を思い描き，外国人患者に真摯
に向き合おうとする中で，さらに語学を習得しておくこ
との必要性を学んでいた．服部17）は，会話主体の講義
形式にすることで，より実践的かつリアリティーのある
講義ができると述べており，本演習でも，学生が実際の
場面を想起し，コミュニケーションの方法を考えること
で，実践的でリアリティーのある演習となっていた．
　【外国人に対応できる院内環境を整備する】として学
生は，演習を通して，学生は，既存の掲示や資料では，
外国人が安心して医療機関を受診できないことに気づ
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き，これからのさらなるグローバル化に向けて，現在の
医療の問題点について考えることができていた．院内掲
示，パンフレットの作成や，多言語対応のサポート体制
の院内整備はいまだ十分とは言えず18），院内環境を整備
していくためには，本演習を経験した学生が，実践の場
で活躍することが望まれる．
　以上のことから，本演習は患者理解を深める教授方法
として，英語が苦手な学生にも，演習参加を促し，学び
を深める教授方法として，有効な教授方法であると考え
る．

２．演習の限界と今後の課題

　本演習の結果は，演習を通しての学生の学びの記述の
ため，学生が演習を行って，理解しにくかったこと，困
難に感じたことについてレポートから読み取ることがで
きなかった．演習をさらに発展させていくためには，学
生の演習に対する考えが記述できるような研究ための問
いを検討する必要がある．また，本演習の事例であるネ
パール人女性について学生がこのような外国人患者と出
会う経験はほとんどなく，患者像をイメージしづらかっ
たのではないかと考える．学生の生活体験の状況を踏ま
えて患者設定を検討する必要がある．今後は，学生の学
修がより深まるよう，日本語が話せない外国人患者が病
院を受診するとき，言葉だけでなく，文化や生活習慣の
影響を考えて，実践に応用できる授業設計となるよう，
検討する必要がある．

Ⅴ．結論

　本演習では，看護大学生に，日本語で意思疎通が困難
な外国人患者を想定したシミュレーション演習を行っ
た．その結果，【コミュニケーションスキルを応用する】，

【安心できる雰囲気を保つ】，【グローバル化に対応でき
る言語を習得する】，【外国人に対応できる院内環境を整
備する】の４つのカテゴリーが抽出された．学生は，看
護師や患者の立場に立って学んでおり，患者理解を深め
る教授方法として，本演習は，英語が苦手な学生にも，
演習参加を促し，学びを深める教授方法として，効果が
あることが示唆された．
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